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クイックスタート

本書について
本書では、はじめて Quick MONITOR をお使いになる⽅に向けて、初期設定ウィザードを利⽤した初
期設定⽅法についてご説明しています。
監視設定の詳細や仕様等については、別冊のリファレンスガイドやサービス仕様書をご参照くださ
い。

本ガイドに従って進めると、次の条件に沿った設定を完了できます。

おすすめの警告・障害条件設定
⾃動復旧設定は無効
通知⽅法は「メール」

⾃動復旧設定を有効にしたい場合や通知⽅法に Teams を選択したい場合は、本書に記載している以外の事前
準備が必要です。それらの事前準備の内容については [リファレンスガイド] に記載しています。
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1. Quick MONITOR アカウントと URL の確認
お客様の契約内容にあわせてお知らせしている、次の情報をご⽤意ください。

ユーザーアカウント
サービス提供URL

2. Azure API 認証情報の⽤意
Microsoft Azure に接続して情報を得るために、以下の Azure API 認証情報をQuick MONITOR に登録しま
す。

(A)クライアントID
(B) アプリケーションシークレット
(C) テナントまたはドメイン名
(D) サブスクリプションID

それぞれの認証情報の取得⽅法を以下にご案内いたします。Quick MONITOR の初期設定開始前に、これらの
情報をご⽤意ください。



4 / 29

1. Azure にアプリを登録

この操作により、 クライアントID および アプリケーションシークレット、テナントまたはドメイン名 を⽤意します。

1. Azure Portalにサインインします。

2. Microsoft Entra ID サービスを開きます。

3. [アプリの登録] を開きます。

https://portal.azure.com/
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4. [新規登録] をクリックします。

5. 画⾯に従って⼊⼒後 [登録] ボタンをクリックします。
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6. 登録したアプリの基本欄に表⽰されている次のパラメータを控えます。

7. [証明書とシークレット] を開きます。



7 / 29

8. [新しいクライアントシークレット] をクリックします。

9. 画⾯に従って⼊⼒後 [追加] ボタンをクリックします。
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10. 作成したクライアントシークレットの値を控えます。

2. サブスクリプションIDの確認と権限設定

1. Azure portalにサインインします。

2. サブスクリプション サービスを開きます。

3. 任意のサブスクリプションを選びます。

https://portal.azure.com/
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4. サブスクリプションIDを控えておきます。

5. [アクセス制御 (IAM)] を開きます。

6. [追加] のメニューから [ロールの割り当ての追加] を選びます。
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7. 閲覧者 のロールを選択し、[次へ] ボタンをクリックします。
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8. [アクセスの割り当て先] を選択し、[メンバーを選択する] をクリックします。
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9. 登録したアプリを選び、[選択] ボタンをクリックします。
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10. ⼊⼒内容を確認後、[レビューと割り当て] ボタンをクリックします。
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3. その他の事前準備

Database インスタンスを監視対象に含めない場合は「4. 初期設定ウィザード」に進んでください。

ここでは、Database インスタンスの監視を⾏うために必要な認証情報の⽤意と、アクセス許可設定を⾏いま
す。

1. データベース認証⽤情報の⽤意

データベースの認証情報をご⽤意ください。

MySQL ユーザー
MySQL パスワード

2. MySQL へのアクセス許可設定

Azure Portal にサインインして操作してください。

1. Azure Database for MySQL サービスを開きます。

2. アクセス許可を⾏いたいインスタンス名をクリックします。
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3. [設定] の [ネットワーク] を開きます。

4. [パブリックアクセス] にチェックを⼊れます。
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5. ファイアウォール規則を⼊⼒します。

ファイアウォール規則名: 任意 (例: Quick MONITOR)
開始 IP アドレス: 本サービスの利⽤開始時にお知らせしている IP アドレス
終了 IP アドレス: 本サービスの利⽤開始時にお知らせしている IP アドレス

6. [保存] をクリックします。



17 / 29

3. MariaDB へのアクセス許可設定

Azure Portal にサインインして操作してください。

1. Azure Database for MariaDB サーバー サービスを開きます。

2. アクセス許可を⾏いたいインスタンス名をクリックします。
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3. [設定] の [接続のセキュリティ] を開きます。

4. ファイアウォール規則を⼊⼒します。

ファイアウォール規則名: 任意 (例: Quick MONITOR)
開始 IP: 本サービスの利⽤開始時にお知らせしている IP アドレス
終了 IP: 本サービスの利⽤開始時にお知らせしている IP アドレス
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5. [保存] をクリックします。
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4. 初期設定ウィザード
ここでは、Quick MONITOR の初期設定を⾏います。
初期設定を進める前に、必要に応じて以下の事前準備を実施してください。

⾃動復旧設定を有効にしたい場合
[リファレンスガイド] の「事前準備 - 1. ⾃動復旧機能に必要な権限の設定」

通知⽅法に Teams を選択したい場合
[リファレンスガイド] の「事前準備 - 2. Teams を通知⽅法として選択する場合の準備」

0. ログイン

ブラウザでサービス提供URLにアクセスして、ログイン画⾯を表⽰します。

ログインID を⼊⼒して、[次へ] ボタンをクリックします。
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画⾯が切り替わったら、パスワード を⼊⼒して、[ログイン] ボタンをクリックします。
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1. 初期設定ウィザード Step1: Azure API アクセスの設定

事前準備で⽤意した下記の各Azure API 認証情報を該当する欄に記述して、[次へ] ボタンをクリックします。

クライアントID
アプリケーションシークレット
テナントまたはドメイン名
サブスクリプションID
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現在の権限で利⽤可能な機能にチェックマークがついています。
もし必要な機能が利⽤不可能な場合、Azure Portal で権限設定を確認してください。
その後、「権限を再確認する」ボタンをクリックしてください。
確認した内容に問題がなければ「次へ」ボタンをクリックしてください。
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2. 初期設定ウィザード Step2: メトリック収集設定

1. メトリック収集設定 (Virtual Machines)

対象インスタンス 欄に、Virtual Machines インスタンスが表⽰されます。
この欄内にあるインスタンスを対象に情報収集が⾏われます。
監視するインスタンスが表⽰の通りで問題なければ、[適⽤] ボタンをクリックします。

2. メトリック収集設定 (Database)

対象インスタンス 欄に、Database インスタンスが表⽰されます。
この欄内にあるインスタンスを対象に情報収集が⾏われます。
監視するインスタンスが表⽰の通りで問題なければ、MySQL ユーザー および MySQL パスワード を⼊⼒し、[適
⽤] ボタンをクリックします。

インスタンスごとに MySQL ユーザー と MySQL パスワード を変更したい場合には、[Add] ボタンをクリックして
⼊⼒欄を増やすことで対応できます。
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3. メトリック収集設定 (URL)

監視したいWebサイトのURLを⼊⼒して [適⽤] ボタンをクリックします。

3. 初期設定ウィザード Step3: 警告と障害条件設定

ここでは、おすすめ設定のまま変更せず進みます。 
警告と障害条件設定をカスタマイズしたい場合は [リファレンスガイド] の「警告と障害条件設定の変更」をご参照
ください。 

ここまでの操作で、監視対象として選択してきたインスタンスやWebサイトが⼀覧表⽰されます。
[次へ] ボタンをクリックして進みます。
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4. 初期設定ウィザード Step4: ⾃動復旧設定

ここでは⾃動復旧を有効にせず次に進みます。 
⾃動復旧を有効にしたい場合は [リファレンスガイド] の「⾃動復旧設定の変更」をご参照ください。 

[次へ] ボタンをクリックして進みます。

[承諾する] ボタンをクリックして進みます。
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5. 初期設定ウィザード Step5: 通知設定

ここでは通知⽅法に「メール」を選択して進みます。 
メール以外について詳しく知りたい場合は、別冊 [リファレンスガイド] の「通知設定の変更」をご確認ください。 

警告または障害条件を満たした場合の通知先を設定します。通知⽅法は次の中から選択できます。

メール
電話
Slack
LINE
ChatWork
Mattermost
Teams (Text)
Teams (Call)

通知⽅法を選択し、各パラメータを⼊⼒したら [次へ] ボタンをクリックします。
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6. 初期設定ウィザード Step6: 完了

この画⾯が表⽰されたら、初期設定はひととおり完了です。
[ダッシュボード] ボタンをクリックします。
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初期設定ウィザードを終えたあとの設定変更について
初期設定ウィザードで設定したすべての項⽬は、あとからでも設定変更できます。
詳しくは、別冊の [リファレンスガイド] をご参照ください。

監視するインスタンスの追加・削除
監視設定の変更
通知設定の変更
ユーザープロファイルの変更


